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㊥眼の瞳孔の大きさ
　夜の星為見る暗の瞳孔の直径について
｛t普通の天丈書にば多く「五分の一吋」t
書いてあるが，此の敷濱に誰が算出しナこ
ものか明らかでない・定ころが・ヰ）」ア
ム・ハーシェ1レが1817年の1）hilosophical
Transaction誌第302頁に書いれ記事によ
るt，彼れば片眼で，いろいろ大きさの
異なる穴た通してこか星准覗いて見7こS
き，丁度一吋の五分の一’he直径ビする穴
よりも少しでも小さい穴から覗けば星の
光りが小さく見えるSいふ．結果を得た
ミいふ．しかし，ステヴンソン氏（W・H
Stevenson）1工，近頃21歳から25歳までの
五人の人の瞳孔た篇翼に撮って，瞳孔の
直裡の亭均に一吋の三分の一であるぜい
ふ結果存得7：・前記の同盟シエ］yの實験
に1801年十二月に行つ7こものであるが・
當時ハ咽シェルに63歳であっ7こから，實
験の結果の差異ば此の年齢り差に因るも
のだらう亡思にれろ。
⑳金星の赤鼠光耀
　月が・三日月の頃，直接太陽に照され
てみない部分（EPち，當然，陪黒であろべ
き部分）が，弱い光りでa・・ンヤ））　E輝P
いてるろ硯象it，肉眠ででも，望遠鏡で
でもs吾人が亭常観察するこSであるが
金星も亦7；太陽に背いてみる牛面が淡く
光りな放ってるるこSが可なり昔しから
の望蓮鏡灘察者に知られてみる，歴史に
嫁ろ定・金星の此の背面光輝為最初に見
字このば1643年のリチナリ（RiciQh）だ書い
ふこSであろが，其の後，1715年に匡デ
ラム（Derllaln）1721年にliキルヒ（Kirch）
1806年に1エ・・rレデンP・（Harding）が見☆
報
二二錐た遺し一てるる，
　そこで，之れが何故である，b・tいふ理
由について臨下の如き諸説がある’一
］．地球光に縁る定の読一之れiv883
　年1月8日ゼン）“　一：（Zenger）が庇の現象
　准非常に明瞭に観察し，從って，月の
　場合S同様に之れ准地球からの光りに
　照らされてみる結果であるミ考へ7こ．
2．金星表面の燐光だ定いふ説一之れ
　にサフアリク（Safarik）が唱ヘアこもの．
3．一種の薄明現象比す」5読　一之れ4エ
　ドイy國ボートカンプでフナb“・］v
　（Voge1）　ごローセ・（Lohse）書ヵぢ1871年
　11月上旬に観察し7こ経瞼から言ひ出し
　7こ説であろ，
4・オ冒ローラ説一ランプ（J・Lamp）
　が1887年10月26日及びLt　6日（：＃A察し7こ
　経験から唱ヘナこ説．
5．金星固有の光sすろ説
6・偶然の燃焼現象
7．背景Sの封照による感豊一太陽の
　コロナ光口写：景tしてゐ御こめ．
此等の観の何れが眞であるか匡，むしろ
未解央であるが，Sにかく，實際蕗の現
象た観察ずるこtが最：も必要である．本
誌第71號に載ぜた如く，今年に金星が好
者β台・に；観られる時騰であろから，我國の
アマチニア達も此の種の翻察な進んで試
みられんこ定た望む．
醗八一ヴード攣光星第4000番
　来國ハーグー・ド學院天丈璽で毎年護見
される新しい攣光星が遂に4000個に達し
すこ．近着の同天文毫プレテン第844號
（本年5月1日獲行）に此の第40GO番攣光星
が載ぜられてある．獲見者にW．∫・Luyten
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（ライテン）氏で，星の位置it
　赤糧】8亜目56m225赤緯一37⊃21’2（1900
　　　分貼）
即ち，星座t“いて座の南の融なみう遷座
で其の巳星に極めて近い，此の墾光星に
最大光度が13・0，最小に恐らく18．O　t：ee
するらしく，週期tt多分500日ぐらゐで
ある．此の星のあナニりが有名な暗黒星雲
のあるあナこりなので・此の星ピ趾の暗雲
’L？の間の關係ば興味ある問題であるが，
ヲイテン氏はみ憾みうをTY座星ピいふ
蝕憂星の考察によって，暗雲が少なくミ
も500パーセク（1500光年）の距離にある
ものt考へ，從つ『（此の壷網光星にTY
星よりも「4軍国」1だけ暗雲の奥にあるだ
らうミ推論してみる．
●丁丁天文同盟丁丁
　さきに，1922年の第一回経L會に伊國ロ
ーマ市で開かれ（日本から1工」F山信，木村
訳出氏田席），1925の第二回想曾に英國ケ
ンプIJ・デ大沼で開かれ（日本からば長岡
牛太耶．ZF山清次爾氏出席）ブ：が，次ぎ
の第三回総曾に來1928年7月5日よりナ
ランダ國ライデン大儀t：於いて開かれる
二St：決定しナニ由，
●バリ天文壷長交迭
　フランス國立パ・J天丈盗長バヨー
（］Elaillaud）tc　tt今1927年1月1日に退職し
置引トゥPtウメ（Toulouse；｛：en生ne逞る
こピミなつナこ．バヨ・一揃に代って，新六
にムドン天文壁長ナ：るデランドtV（Der一一
landres）氏がパリ天文盗畏な隠れるこミ
ミなつナニ・
●京都での天文展覧會
　去る四月二十三日から同二十九日まで
京都の高島屋呉服店撰上で「天樋に關す
る展賢曾」が催され，大阪毎日新聞杜が
後援し本藍の山本氏が始めから顧問Sし
て之れな援助Lt：・大天球や太陽系の模
型，星座P日月の美しい霊，銀河P星雲
星團等の大きな霧眞・諸所の天丈峯や大
望蓮鏡の篤眞や摸型．古今の有名な天丈
學隠れちの肯像なご，珍らしいものが列
べられ，一般の人々ばかりでなく，可な
りの專門家：も・教科書以外の生きtこ智識
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